
様式２

　いろいろな係や当番の仕事、様々な事業
所での実習経験を今後も積み重ねていくこ
とで、より社会性等が培われていくものと
思われる。

　繰り返し取り組むことで、多くの幼児・児童・生
徒は、係や当番の仕事・実習等に責任を持って取り
組むことができるようになってきているが、今後も
継続して取り組む必要性を感じている。

　手話の研修会については目的やグループ編成を新
たに再検討する委員会が発足し、そこを中心に再提
案された。それによって参加人数も増え、自分のレ
ベルに合わせた手話の研修を受けることができるよ
うになった。

　研究大会でたくさんの外部の方の意見をいただい
た。それらをもとに、さらに、つまずきの記録を取
り、支援の方法の検討を行った。

Ｂ

Ｂ

　来年度も同じ方向性で研修に取り組むこ
とにより、職員の手話力の向上が図れるで
あろう。

　本年度の研究の成果が来年度に生かされ
るようにしていきたい。特につまずきの表
が活用されるように年計に入れ込んでいき
たい。

　学校公開については手話講座をアピール
するとともに、第２回については、性教育
推進委員会・人権教育推進委員会との連携
をとって進めていきたい。

　学校保健計画、学校安全計画、学校給食
計画については重点事項を精査し、幼児児
童生徒の自主性を引き出して指導すること
を心がける。避難訓練は教科学習との関連
付けを高め、事前学習で様々な状況を想定
し、どう行動すればよいか考えるよう指導
内容を工夫する。

　成果を評価し、努力の積み重ねの大切さ
を引き続き伝えていくとともに礼儀や時間
を守ることなど取り組みの姿勢を振り返る
機会も設定していく。

　小学部のクラブ活動、中高等部での部活動におい
て目標を持って活動に取り組む児童生徒が増えた。

Ｂ

Ｂ

　本年度の研究の成果が来年度に生かされ
るようにしていきたい。特にキャリア発達
段階表を見直したので、全教育活動に取り
組めるように年度当初には年間指導計画に
組み込むようにしていく。

　研究大会でたくさんの外部の方の意見をいただい
た。それらをもとに、さらに、日々の実践の中で、
段階表や評価シートを活用し、伝え合うことを高め
るような指導を意識できた。

Ｂ

　本年度の研究の成果が来年度に生かされ
るようにしていきたい。特に、日々の生活
の中で汎化できるようにもっと支援を工夫
していく。指導教科を変えて引き続き指導
をしていく。

（研究）
　幼児・児童・生徒が伝え合う喜
びを感じ他者との豊かな関わりが
求められるように、集団での活動
の中で、校内研究を進める。

Ｂ

　児童会では毎月の目標設定と振り返りを行い、生
徒会は球技大会や遠足の企画運営を行った。会長を
中心に個々の意見を大切にする雰囲気づくりと円滑
な運営に努める姿が見られた。

　学校公開は学校周辺の地域に案内状を配ることで
地域からの来校者が増え、アンケートの配布方法を
変えることで回収率が上がった。野外掲示板を定期
的に交換し、手話啓発に活用した。中部地区での啓
発活動は計画通り進めた。「とりろうだより」は校
内の研究活動について紹介するなどして内容を精
選・充実させた。

Ｂ

　聴覚障がい教育は専門性が必要とされるに
も関わらず職員の異動により聾学校に長く勤
務する職員が少ないくなっている。それぞれ
の職員が今まで培ったそれぞれの専門性を聴
覚障がい教育の中でさらに活かすためにも、
専門的な研修を行うことが必要とされてい
る。

現状

Ｂ

評価基準　A：十分達成（100％）　B：概ね達成（80％）　C：変化の兆し（60％）　D：まだ不十分（40％）　E：目標・方策の見直し（３０％以下）

　児童・生徒との話し合いを通じてクラブ・部として、また個
人としての目標・課題を明確にすることで意欲的に活動に取り
組めるようにする。

　研究大会でたくさんの外部の方の意見をいただい
た。それらをもとに、さらに、自己理解・自己管理
能力の向上について研究した。そして、段階表を見
直した。 Ｂ

　伝え合う力を高める授業の実践を行う。

　児童・生徒が計画に基づいて積極的に児童
会・生徒会を運営しようとしている。

１　確かな学力の定着を図る学習指導の充実

３　豊かな自己表現力の向上

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初 評　価　結　果　　　（　２　）月

（教務）
　個別の年間指導計画を指導と評
価・改善に生かす。

（生活安全部）
　児童のクラブ活動、生徒の部活
動において児童生徒の自主性を高
め、その創造力を発揮し、活動を
通して豊かに自己表現している。

　手話力の向上のための研修会を定期的に実施するとともに、
専門性を高める研修会を職員のニーズから抽出し随時実施す
る。

（研究）
　幼児・児童・生徒の自己理解・
自己管理能力を高めるために、
キャリア発達の視点により校内研
究を進める。

評価の具体項目

（総務部）
①学校公開を通した啓発活動を推
進する。
②地域の保育所・幼稚園に向けて
啓発活動を行う。

　話し合い活動では発言する生徒に偏りが
生じる。全員が意見発表できるよう、議題
の事前周知など、発言しやすくする工夫が
必要である。

目標達成のための方策
　教科等の個別の年間指導計画を作成し、単
元ごとに評価規準と評価・指導の反省欄を設
けて指導の充実を図っている。

　学校保健計画、学校安全計画、学校給食計
画を３本の柱としてその内容を一過性の行事
として行うのではなく事前・事後学習を学活
や道徳などの年間指導計画に位置付け、計画
的に学習を行えるように準備している。

経過・達成状況

　児童会・生徒会役員になった児童・生徒に
おいてはその責任を果たそうとしているが、
話し合いにおける活発な意見交換や見通しを
持って活動を進めていくことが難しい。

評価目標（年度末の目指す姿）
　全教員が、個別の年間指導計画を指導、評
価、改善に活用して、授業を充実させてい
る。

　年度初めには、個別の年間指導計画の作
成と活用について改めて共通理解する場を
持ち、継続して教務部が活用状況を定期的
に確認する。Ｂ

　基礎学力の向上及び定着を図る。

　活動に対する興味・関心は高いが、教員の
指導に頼りがちで十分に自主性を発揮してい
るとは言い難い。活動に自分なりの工夫の部
分を増やしていく必要がある。

①学校公開の週間に多く来ていただけるよう、案内の内容や方
法を工夫する。
②中部地区の保育所・幼稚園への啓発活動を行う。
③『とりろうだより』をより充実したものにする。

(生活安全部）
　学校保健計画、学校安全計画、
学校給食計画を基に心身の健康、
交通や災害からの安全確保、健康
的な食生活についての理解を深
め、自主的に健康で安全な生活習
慣が身につくように学習の機会を
設け、日常的に幼児・児童・生徒
の実態に応じた指導を行う。

　活動における児童・生徒の自主性が高ま
り、豊かに自己表現している。

　計画に沿って重点事項に取り組んだ。全校で昼休
みの歯みがきを続け、小学部は外遊びなど体を動か
すことに自主的に取り組んだ。避難訓練は教員の指
示に従って「おはしも」の約束事を守って行動でき
るようになった。

　幼児・児童・生徒の自己理解・自己管理能
力の育成を図る。

（進路）
　家の手伝いや学級で割り当てら
れた係、当番の仕事、職場体験・
現場体験学習に積極的に取り組ま
せる。

（研究）
　聴覚障がい教育の専門的な研修
として、日々の指導に関する研修
と手話力の向上を図るための研修
を計画する。
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中長期目標
（学校ビジョン）

聴覚障がい児一人一人の教育的ニーズに対応した適切な教育を行い、豊かな心
とたくましく生きる力を育てる。

今年度の
重点目標

　朝の会、音楽科、体育科の学習において、伝え合い活動を取
り入れるとともに、段階表や評価シートを活用することで、伝
え合う力を高める。

改善方策

　心身の健康、交通や災害からの安全確保、
健康的な食生活についての理解を深め、自主
的に健康で安全な生活習慣が身につくよう日
常的・継続的に指導を行っている。

２　自立を目指したよりよい社会参加と豊かな心の育成

　年計で進度を確認したり、単元ごとに児童生徒の
つまずきや支援を振り返り、書き残して次の支援に
つなげている取り組みが多くみられる。

評価項目

豊かな自己表現
力の向上

　単元ごとに評価と実践の見直しを行うように教務部が呼びか
け、定期的に確認を行う。

(研究）
　幼児・児童・生徒の基礎学力の
定着を図るため、ことば、かず、
国語科、算数・数学科に焦点を
絞って校内の研究を進める。

　担任や担当がそれぞれ工夫して日々の学習
指導に当たっているが、学力の向上、基礎学
力の定着や家庭学習の習慣等がなかなか身に
付かない状況にある。

　すべての幼児・児童・生徒が、積極的に取
り組む。

　職員研修の充実を図る。

(生活安全部）
　児童会・生徒会において児童・
生徒が計画に基づいて見通しを
持って活動していけるように支援
する。

確かな学力の定
着を図る学習指
導の充実

　幼児・児童・生徒のつまずきを記録し、次時の授業の支援に
活かすと共に、自己評価表を使って学習意欲の向上につなげる
ような指導を行いながら日々の授業改善に向けて検討してい
く。

自立を目指した
よりよい社会参
加と豊かな心の
育成

　家の手伝いや係や当番の仕事をはっきりと決め、それに取り
組ませる。また、体験実習の事前指導・巡回指導等で実習の状
況を把握し、不十分な点はその都度指導していく。

　自立活動の時間などの中でキャリア発達支援段階表を活用し
て目標を設定し、幼児・児童・生徒の自己理解・自己管理能力
を高めるような授業実践について検討していく。

　学部ごとでの子どもたちの自己理解・自己
管理能力に関する指導は今までにも行われて
いたものの、本校在籍中（乳幼児～高等部）
を見越した系統的な指導を行うことが難しい
状況にある。

　幼児・児童・生徒は積極的に自分の思いを
表現することや相手の気持ちを推し量ったり
理解しようとしたりすることが難しい状況に
ある。

　児童会・生徒会の年間計画を作成し、役員の児童生徒を中心
に話し合いの進め方、活動の準備等に関する助言や支援を行
う。

　集団生活におけるルールを守ること、職場
における先輩への接し方等、社会性がまだま
だ不足している幼児・児童・生徒がみられ
る。また、鳥取県における高卒者の離職状況
が、就職３年後に４０％を超える状況になっ
ており、全国平均を上回っている。

　学校保健計画、学校安全計画、学校給食計画の中から本年度
の重点取組事項を１２項目決定し、事前の打ち合わせと事後の
アンケートや部会による振り返りを通して課題を明確にしてそ
の後の取組に活かせるようにする。

①学校公開では、学校関係以外の来校も増え
つつある。
②東部地区の保育所・幼稚園の啓発活動は計
画通りに進み、昨年度である程度の区切りが
ついている。

　学校公開、保育所・幼稚園への啓発活動、
『とりろうだより』などの取り組みで、本校
の教育を地域等に広げる為、情報をより発信
していく。


